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 標準模型を超対称に拡張した最小の模型を最小超対称標準模型 (MSSM) という。新しく導入
された粒子は未だ見つかっていないため、超対称性は低エネルギーにおいて破れてなければなら
ない。超対称性の破れのスケールはおおよそヒッグス粒子の質量と関係が付いており、破れのス



























 二つ目では、シングレットのフェルミオンであるシングリーノが Dirac 質量を持たなく、ヒッ
グス粒子が LSP に不可視崩壊できる場合について解析を行う。まず、LSP が軽く、LEP での実
験でパラメーターが既に制限されているため、許されるパラメーター領域についての議論を行う。
解析として用いるものは、LEP での Z ボソンの不可視崩壊への制限と、二番目に軽い超対称粒
子が生成され Z ボゾンと LSP に崩壊する断面積への制限である。これらを満たすパラメーター
領域において、ヒッグス混合によるヒッグス質量の増加分とヒッグス粒子のシグナルの強さにつ
いて議論する。その結果として、ヒッグス質量は許されるシグナルの強さの範囲内で、3 GeV か
ら 7 GeV ほど混合により増加させることを示す[2]。 
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子がLSP に不可視崩壊できる場合について研究した。LEP でのZ ボソンの不可視崩壊への制限と、二
番目に軽い超対称粒子が生成されZボゾンとLSPに崩壊する断面積への制限を課した上で、許されるパ
ラメーター領域において、ヒッグス混合によるヒッグス質量の増加分とヒッグス粒子のシグナルの強
さについて議論した。ヒッグス質量は許されるシグナルの強さの範囲内で、3GeV から7 GeV ほど混
合により増加させることを示した。 
このように本博士論文は申し分ない新しい結果を含んでおり、その内容は自立して研究活動を
行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。したがって，庄司裕太郎提出の
博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
